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1. Insider Intelligence/eMarketer, Retail Ecommerce Sales Worldwide, 2019-2024、 2020 年 12 月 12 日。 2. Digital Commerce 360, US ecommerce grows 44.0% in 2020、2021 年 1 月 29 日。 3. ペイパルが委託した Ipsos MORI PayPal Cross-border Insights 、2021。 
n=13,000、13 市場。2020 年 12 月～2021 年 2月に成人（過去 3 ヶ月間にオンラインで購入したことがある 18 歳以上）を対象としたオンライン調査。

この 1 年間でデジタルコマースへの移行が驚くほど 
進みました。2020 年のオンライン販売の売上高は、
前年の 3.35 兆米ドルから 4.28 兆米ドルに急増 
しました1。この増加は、米国のeコマース総売上高を
わずかに上回るものです2。つまり、1 年で米国が 1 つ
増えたのと同程度の成長を遂げたこととなります。 
オンラインショッピングから非接触型決済まで、 
消費者はこれまでになく速いスピードで新しい決済 
手段を活用しています。デジタルウォレットは、消費者
があらゆる環境で簡単に決済を行うための不可欠な
ツールになりました。

買い物客にとって、利便性が決済方法の選択におい
て重要な要素であり、調査対象者の 53% がそれを 
最優先しています。その後に「安全であること」(52%)、
「迅速に処理されること」(44%)、「小売店で広く受け

入れられていること」(41%) と続きます3。デジタルウォ
レットは、これらの要件をすべて満たしており、消費者
にとって非常に魅力的な選択肢となっています。

この傾向は今後も続くと予測されており、お客様の 
ビジネスを継続的に成功させるためには、デジタル 
ウォレットを受け入れることが重要です。利便性、 
セキュリティ、使いやすさを備えたデジタルウォレッ 
トは、顧客満足度を高め、新規顧客の獲得につなが
ります。

この記事ではデジタルウォレットの導入が顧客の 
支払いニーズの理解にどのように役立つのか、また、
ビジネス上のメリットはどのようなものなのかについ
てご紹介します。

デジタルウォレットとは、様々な決済手段や、ウェブサイトで使用する支払い
情報およびパスワードを、スマートフォンやオンラインに保存できる便利なデ
ジタルの財布の役割を果たすものです。ペイパル、Apple Pay、Google Pay
などが例として挙げられます。

デジタルウォレットとは？ 

https://www.emarketer.com/chart/242908/retail-ecommerce-sales-worldwide-2019-2024-trillions-change-of-total-retail-sales 
https://www.digitalcommerce360.com/article/us-ecommerce-sales/
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4. Cap Gemini, World Payments Report、2020 年 8月。N=8600 人の顧客、21 カ国、243 人の専門家によるインタビュー。 5. Statista, Digital Payments、2020年。

デジタルウォレット人口増加

2024 年には世界人口の 50% が 
デジタルウォレットを 
利用するようになります4。

成長するオンライン決済

オンライン決済は今後年率 12% で成長し、 
2023 年までに 2021 年比で 51% 増 
となることが見込まれています5。

推奨されるデジタルウォレット

世界のオンラインショッピング 
利用者の 48% が、決済方法として 
デジタルウォレットを 
利用しています4。

2019 年

51% 48%

デジタルウォレットが 
人気を集めています

2024 年

人がデジタル 
ウォレットを利用

23億

人がデジタル 
ウォレットを利用

40億

https://www.capgemini.com/mx-es/wp-content/uploads/sites/24/2020/12/WPR-Hallazgos-Clave.pdf 
https://www.statista.com/outlook/dmo/fintech/digital-payments/worldwide
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デジタルウォレットのビジネス上のメリット:  
1. より迅速な支払い方法で、売上アップを図ることができる。 
2. 信頼される決済方法を提供することで、より多くの顧客とつながる。 
3. セキュリティを確保することで、 顧客の安心感が高まる。 
4. 資金への効率的なアクセスにより、 財務管理が改善される。 
5. 未来を見据えたソリューションで、新たな消費者ニーズに対応する。

デジタルウォレットの利用者が増えている中、これらの決済の受
け入れを可能にすることが大切です。ビジネスに適した決済プラ
ットフォームを選択する際、デジタルウォレットの可能性と機能
が重要な検討事項となります。

デジタルウォレットについて 
知っておくべきこと
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6. YOTTAA, Evidence that Site Performance Impacts Conversion Rate、2020 年 7 月。 7. Baymard Institute, Ecommerce Checkout Usability Study, database of 44 studies on cart abandonment、2020 年 12 月。決済を放棄する理由、n-4329、米国、2021 年。 

より迅速な支払い方法で、 
売上アップを図る

カート放棄は売り手にとって大きな課題です。世界中で
平均 69.8% のカートは、決済が完了する前に放棄され
ています7。入力項目が多い決済は消費者を苛立たせ
てしまうことがあり、実際、買い物客の 5 人に 1人は、
決済プロセスが複雑すぎるという理由でカートを放棄
しています7。

提供する決済方法を検討する際には、実際の決済 
体験を考慮してください。顧客が決済を完了するため
に別のサイトに移動する必要がないようにしましょう。
また、顧客に様々なオプションを提示することも大切
ですが、選択肢が多過ぎると逆効果になってしまいま
す。デジタルウォレットでの決済方法を顧客に提供する
ことで、決済時間を短縮し、支払い情報を入力するス
トレスを避け、カート放棄のリスクを軽減することがで
きます。

ペイパルを使用することで、顧客が求めている方法を
提示することができます。また、PayPal Checkout  

では、最も適切な決済方法が表示されるようになり、
顧客は、クリックするだけで好みのデジタルウォレッ
ト、クレジットカード、その他の決済方法を簡単に選択
することができます。

消費者は、利便性とスピードを重視しています。実際、サイトの読み込みがわ
ずか 5 秒遅れるだけで売上は最大 4% 減少し6、1 秒遅れるごとに売上はさら
に減少するという調査結果もあります。

https://www.yottaa.com/evidence-that-site-performance-impacts-conversion-rate/
https://baymard.com/lists/cart-abandonment-rate
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デジタルウォレットを使えば、国内外で柔軟に顧客ベースを拡大することがで
きます。2021 年、49% の企業がオンライン売上の増加を期待している中で、こ
れは重要なポイントとなります8。

2

8. ペイパルが委託した Ipsos MORI PayPal Cross-border Insights、2021 年。n=13,000、13 市場。2020 年 12 月～2021 年 2 月に（オンラインでの販売や決済を行う）売り手を対象としたオンライン調査。

信頼される決済方法を 
提供することで 
より多くの顧客とつながる

また、地域に密着した身近な決済方法を提供するデジ 
タルウォレットは、お客様のビジネスを地域の消費者に
アピールする上で役立ちます。現地の消費者のことは、
お客様が一番よくご存知です。彼らのニーズを考慮し、 
彼らの優先事項を満たすデジタルウォレットを、信頼さ
れているブランドから提供してください。

このようにオンラインショッピングへの移行が進む中、
多くの企業が海外に事業を拡大しようとするのは当然の
ことでしょう。13 の市場で調査に参加した売り手の 25% 
が、現在、新たな顧客層へのアクセスと利益率の向上の
ために、海外での販売に向けて準備を進めています8。

顧客層を増やすためには、デジタルウォレットのプラット
フォームが、取引をするうえで強固なセキュリティを 
提供していること、グローバルに展開していること、 
各国の通貨に対応していること、そして信頼できる 
地域の決済方法を備えていることを確認する必要があ
ります。顧客が感じる不安点などを取り除くことが優先
事項です。

新しい顧客や新しい通貨を受け入れるのは大変なことと
思われるかもしれませんが、世界中で認められ、信頼さ
れている決済ソリューションがあれば、簡単に始めるこ
とが可能です。PayPal Commerce Platform は、デジタル
ウォレット、クレジットカード、現地の決済方法など、 

様々な決済方法に対応しています。さらに、4 億人以上
のアクティブユーザーを抱え、100 以上の通貨に対応して
いるペイパルは、世界中の顧客とつながるのに役立ち、
信頼できる決済方法です。
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9.  Lexis/Nexis Risk Solutions, True Cost of Fraud Study E-Commerce/Retail Edition、2020 年。 10. ペイパルが委託した Ipsos MORI PayPal Cross-border Insights 、2021。n=13,000、13 市場。2020 年 12 月～2021 年 2 月に成人（過去 3 ヶ月間
にオンラインで購入したことがある 18 歳以上）を対象としたオンライン調査。

デジタルウォレットがあれば、消費者が決済の安全性をさらにコントロール
できるようになります。デバイスのセキュリティ機能や、指紋や顔認証などの
生体認証ツールを利用できるようになったことで、デジタルウォレットに対す
る消費者の信頼は高まっています。

オンラインコマースの拡大に伴って不正行為も増加し
ているため、セキュリティは大切な要素です。売り手に
とってのコストは大きく、不正によるチャージバック 1 ド
ルにつき 3.36 ドルの損失につながります9。買い物 
客が、取引上のセキュリティが組み込まれた決済ソリ
ューションを利用することが重要です。

実際、52% の消費者が、セキュリティを理由に決済 
方法を選択しています10。調査対象となった消費者の 
29% は、有名ブランドであることを重視しています。 
そのため、顧客の認知度が高く、信頼されているブラ
ンドのデジタルウォレットを検討してください。保護さ
れていることで顧客は安心感を得られ、売上アップに
つながります。

買い手保護制度と取引上のセキュリティは、長年に渡
りペイパルの強みとなっています。多くの市場で利用 
可能な 3D セキュア 2.0 暗号化と取引監視を備えたペ
イパルは、最新の不正対策ツールを使用してチャージ
バックを最小限に抑え、誤検知を減らしています。その
結果、他の決済方法ではなくペイパルを選択する理由
として、買い物客の 50% がセキュリティを、41% が買い
手保護制度を挙げています10。

セキュリティを確保することで、 
顧客の安心感が高まる

https://risk.lexisnexis.com/insights-resources/research/2020-true-cost-of-fraud-retail
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11. Mastercard, Mastercard Study Shows COVID-19 a Catalyst for Digital B2B Payments、n=1000 北米の企業、 2020 年 8 月 25 日。

資金への効率的な 
アクセスにより、 
財務管理が改善される
2020 年の景気減速により、中小企業のキ
ャッシュフローに対する懸念が高まって
います。Mastercard® の調査によると、 
米国とカナダの中小企業の経営者の 38% 
が、支払いの遅れや現金・小切手の処理
時間の長さが原因で、キャッシュフローの
問題に直面していると回答しています11。

そのため、オンライン決済の重要性はさらに高まっ
ています。実際、中小企業の 57% が、スピード、セキ
ュリティ、透明性の向上を理由に、B2B 決済でのオン
ラインサービスの利用を増やしたと答えています11。

キャッシュフローを最大化するためには、迅速な 
決済と資金へのアクセスが不可欠です。実績のある 
決済プラットフォームを通じてデジタルウォレットを
受け入れることで、資金への迅速なアクセスが可能
になり、海外での販売においても効率的で費用対 
効果の高い為替取引が可能になります。

どのデジタルウォレットを利用するかを検討する際
には、そのプラットフォームがお客様の運用ニーズを
どのように満たせるかを評価する必要があります。
重要なのは、決済が通常どのくらいの速さで処理さ

れ、それが資金へのアクセスにどのような影響を及
ぼすかということです。また、海外での販売を予定し
ている場合は、為替に関連するコストについても 
把握しておく必要があります。

ペイパルは、デジタルウォレットやその他のオンライ
ン決済を簡単に受け入れ、財務管理を簡素化しま
す。1 つのコントロールパネルで取引の管理と決済が
行える上に、必要なときに必要な方法で現地支払い
を行えるなど、ビジネスを最大限に活かすために 
必要なツールとなります。

https://investor.mastercard.com/investor-news/investor-news-details/2020/Mastercard-Study-Shows-COVID-19-a-Catalyst-for-Digital-B2B-Payments-Adoption/default.aspx
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12. ペイパルが委託した Ipsos MORI PayPal Cross-border Insights 、2021。n=13,000、13 市場。2020 年 12 月～2021 年 2 月に（オンラインでの販売や決済を行う）売り手を対象としたオンライン調査。 

未来を見据えたソリューションで、 
新たな消費者ニーズに対応する

決済プロバイダーは、消費者が求める利便性、セキュ
リティ、パーソナライゼーションを実現するために、常
に新しいテクノロジーの前進に取り組んでいます。グ
ローバルとローカルの両方でデジタルウォレットを受
け入れれば、より高度な適応力と柔軟性をビジネスに
もたらすことが可能になります。

調査対象となった売り手の 35% が、今後 1 年間で 
顧客体験を向上させるために新しいデジタル技術の
導入を優先している一方で、29% が新技術に対応する
ためのコストが懸念材料であると回答しています12。
変化する市場に適応し、自動的に最新の情報を提供
してくれるソリューションが不可欠です。

決済プロバイダーを検討する際には、時代に先駆けて
製品のロードマップを継続的に進化させてきた実績
があるかどうかを確認してください。また、他にどのよ
うな企業をサポートしているか、お客様の業界での経
験や専門知識があるかも確認しましょう。

デジタルウォレットが進化し、新しい選択肢が出現す
るにつれて、最新の情報を維持する決済プラットフォ
ームが必要になります。ペイパルは、ウォレット 
機能やローカルオプションの拡大など、決済技術の分
野で継続的なイノベーションを行ってきた長い 
歴史があります。ペイパルのサービスの一環として、変
化の中でも売り手が常に迅速に対応できるようサポー
トしています。

2020 年には、変化の激しい環境に素早く対応する力が、多くのビジネ
スを支えました。eコマースが成長し続ける中で柔軟性をもつことが、
消費者の需要に応えることに役立ちます。
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ペイパルでデジタルウォレットなどの 
便利なサービスを活用
デジタルコマースへの移行がさらに加速するにつれて、売り手側の準備が整っている
必要があります。デジタルウォレットを決済方法に追加することで、顧客が求める 
柔軟性と利便性を提供することができます。ペイパルは、世界中のどこにいても、 
安全でシームレスな決済体験を実現します。

今すぐ始める 
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https://www.paypal.com/jp/business

